
特別支援教育学習指導案 

指導者  野口 慶子 

 

日 時 平成 29 年 11 月 18 日（土） 第３校時（13：15～14：05） 

年 組 中学校 特別支援学級 第２学年３組４名（女子４名） 

場 所 中学校第２学年３組教室  

単 元 修学旅行に向けて～自分の研究テーマを決めて，クラスで旅行計画を立てよう～ 

単元について 

本学級は中等度の知的障害をもつ特別支援学級である。学校生活の全般において 4 名とも興味関心が

高いが，言語理解が低いことや，自分のこだわりなどがあるため，他者と折り合いをつけることや問題

を解決する時に硬直状態になり時間がかかり，やりたいことができなくなることがある。1 年時に課題

解決の旅（タスク・トリップ）を経験し安全・時間・課題の優先順位を理解して旅行を実施し，自分の

こだわりに折り合いをつけて，日程に合わせて行動し指導者



本時の目標  

・自分の行きたい場所の研究テーマ・見所について，仲間に伝わるように説明できる。 

・仲間の研究テーマを聞いて「自分もやってみたい」ことを考え「理⏩もやってテーマ・
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学習の展開 

 学習活動（□）と評価（◆） 指導上の留意点（・）と支援（■） 

 

導

入 

４

分 

□本時の学習について,目標・流れを確認する。 

前時までに「知りたい・やりたい発見マップ」

と各自発表原稿を準備する。 

  

・本時の目標・ながれを提示する。 

・司会はその週の日直が行う。書記は教師

がすることを伝える。 

・「知りたい・やりたい発見マップ」を掲示

しておく。 

 

 

 

 

 

 

展

開 

 

 

 

40

分 

 

□プレゼンテーション 

司会の進行で，説明する。 

発表者（４人）の話を聞く。 

 

◆自分の「知りたい・やりたい」ことを理解し相

手に伝わるように説明できる。 

・プレゼン記録ワークシートを配布し記入

のしかたを説明する。 

 

■司会マニュアルの準備。 

■プレゼン記録用ワークシートへの記録の

個別支援。 

□発表を聞いて記入したワークシートの中か

ら，「自分も行きたい」を一つ決め，その理由

を考える。 

 

□進行にしたがい，挙手をして前にシールをは

りに行く。「自分もいきたい理由」を説明する。 

 

◆仲間の説明を聞いて「自分も行きたい理由」を

発表できる。 

 

・プレゼン記録用掲示物それを拡大した記

録用を掲示する。 

・進行は指導者が行う。 

 

・生徒の発言を板書しながら，生徒の思考

を整理し生徒の言葉を意味づける。 

 

■「自分も行きたい理由」のキーワードやポ

イントを板書する。 

 

ま

と

め

６

分 

□本時の振り返りをする。 ・今日の発表交流の中で、生徒からの意欲

が引き出せる言葉がけを行う。次時にす

ることの確認をする。 

 

 

準備物 

知りたい・やりたい発見マップ，司会マニュアル，指示棒，記録用ワークシート手元用・掲示用，

板書用短冊・付箋，セロテープ，シール，発表方法掲示物 

 
 
座席表 

 

 

 

 

 

 

 

教卓 
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